

















　本目録で扱うヒジキムシ科（新称）Pennellidae はカイアシ亜綱 Copepoda の管口目 Siphonotomatoida に
属する甲殻類である。本科は2004年までに世界から約103種が記載され，魚類寄生性カイアシ類のなかでは
ウオジラミ科 Caligidae（465種以上）やナガクビムシ科 Lernaeopodidae（268種）にはるかに及ばないものの，










ヒジキムシ属（新称）Pennella の1種，マグロヒジキムシ Pennella filosa（=P. orthagorisci）をわが国で最初
に報告した年である（石井 , 1916a）。その後，日本産ヒジキムシ科カイアシ類は京都大学の山口左仲（Yamaguti, 
1939；Yamaguti and Utinomi, 1953），三重県立大学の椎野季雄（Shiino, 1956a, 1956b, 1958a, 1958b, 1959, 






Branchiura of fishes』（Yamaguti, 1963）で示された。近年は，三重大学の伊澤邦彦（Izawa, 1965, 1970, 1997, 
2009），カリフォルニア州立大学の何　汝諧（Ju-shey Ho）（Ho and Honma, 1983；Honma and Ho, 1988；Ho 
and Kim, 1996；Ho and Nagasawa, 2001；Ho et al., 2007），北海道立水産試験場から遠洋水産研究所を経て広
島大学に勤務する長澤和也（Nagasawa, 1984；長澤ら , 1984；長澤 , 1984, 1989；Nagasawa and Maruyama, 
1987；Nagasawa et al., 1985, 1988, 2010, 2011a, 2011b, 2014），広島大学から琉球大学を経てフロリダ大学に



















国：Kim, 1998；台湾：Ho, 1966；中国：Song and Kuang, 1980；極東ロシア：Gusev, 1951；Markewitsch 
and Titar, 1978）。本目録は筆者らによる日本産寄生性カイアシ類目録の第8報である（ニセエラジラミ科［長
澤ら , 2007］；イカリムシ科［Nagasawa et al., 2007］；ウオジラミ属［長澤ら , 2010］；瀬戸内海産寄生性カ
イアシ類［Nagasawa, 2011］；ヒトガタムシ科［長澤・上野 , 2011］；ツツウオジラミ科，エラノミ科，ニセ
エラノミ科［長澤・上野 , 2012］；ツブムシ科［長澤ら , 2013］）。
日本産ヒジキムシ科カイアシ類の目録
カイアシ亜綱
Subclass Copepoda Milne Edwards, 1830
新カイアシ下綱
Infraclass Neocopepoda Huys and Boxshall, 1991
管口目（シフォノストム目）　




Family Pennellidae Burmeister, 1835
　Nagasawa（1984）が北海道南東沖で漁獲されたサンマに見られた Pennella sp. をサンマヒジキムシと呼
んだことから，Pennella 属と本属をタイプ属とする Pennellidae 科にも，それぞれヒジキムシ属とヒジキム
シ科の新標準和名を提唱する。本科はこれまでペンネラ科と呼ばれることが多かった（例えば長澤 , 1984, 







イヒジキムシ属（新称）Sarcotretes をイカリムシ科 Lernaeidae に含めたほか，ウオノフトコロガタナ属（新




Genus Allotrifur Yamaguti, 1963
　新標準和名は，本属カイアシ類がわが国でしか報告されてないことに因む。
ニホンヒジキムシ（新称）
Allotrifur cholorophthalmi (Yamaguti, 1939)
異名リスト：Trifur chlorophthalmi Yamaguti, 1939 (Yamaguti, 1939)






Genus Cardiodectes C. B. Wilson, 1917 
　本属カイアシ類は体前部を宿主に挿入し，体後部を宿主外に出している。新標準和名は，その様子が魚に
刺したカンザシのように見えることに因る。本属では Cardiodectes rotundicaudatus が同じウオノカンザシ
の標準和名をもつ。
＊まもなく出版される下記論文において，新たに1属が追加される予定である。
　Uyeno, D., 2015. Systematic revision of the pennellid genus Creopelates Shiino, 1958(Copepoda: 
Siphonostomatoida) and the proposal of a new genus. Zootaxa (in press).
46 長澤和也・上野大輔
ホシノノカンザシ（新称）
Cardiodectes asper Uyeno and Nagasawa, 2010
宿主：イチモンジハゼ Trimma grammistes
寄生部位：頭胸部と頸部を宿主の頭部背面の筋肉に挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地理的分布：北太平洋（東京都伊豆大島秋の浜沖：Uyeno and Nagasawa, 2010a）
備考：新標準和名は，本種のタイプ標本を採集した伊豆大島在住の星野　修氏に因む。
センハダカノカンザシ（新称）
Cardiodectes cristatus Shiino, 1958






Cardiodectes longicervicus Shiino, 1958





Cardiodectes medusaeus (C. B. Wilson, 1908)
宿 主：センハダカ Diaphus suborbitalis (=Diaphus glanduliferus，Diaphus glandulifer [sic])，ススキハダカ
Myctophum nitidulum
寄生部位：頭胸部と頸部を宿主の鰓腔部付近から挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地 理的分布：北太平洋（神奈川県三崎：Wilson, 1917, Shiino, 1958a, 1958b；三重県尾鷲沖：Shiino, 1958a, 
1958b；沖縄県うるま市浜比嘉島東岸，上野ら , 2013b）
備 考：本種の分布は広く，世界中の温帯・熱帯海域から記録がある（上野ら , 2013b を参照）。本種が生活
史を完結するには中間宿主での発育が必要である（Perkins, 1983）。標準和名は上野ら（2013b）に従う。
ウオノカンザシ（新称）







Cardiodectes shini Uyeno, 2013








異名リスト：Pennella sp. ( 無記名 , 1964)
宿主：ハダカイワシ属の1種 Diaphus sp. (=Diaphus coeruleus)
寄生部位：頭胸部と頸部を宿主の鰓腔部付近から挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地理的分布：北太平洋（神奈川県駿河湾：無記名 , 1964）




Genus Creopelates Shiino, 1958
　本属カイアシ類が体前部を宿主に挿入し，体後部を水中に露出する。新標準和名はその様子が，武士が腰
にさした脇差のように見えることに因る。本属では Creopelates floridus が同じウオノワキザシの標準和名を
もつ。ここでは2種を示すが，脚注に記した論文で更に2種が追加される予定である。
ウオノワキザシ（新称）
Creopelates floridus Shiino, 1958
宿主：ニシキハナダイ Plectranthias sagamiensis ＊
寄生部位：頭胸部と頸部を宿主の胸鰭付近から挿入，胴部と卵嚢を水中に露出
＊  Shiino (1958a) は本種の宿主をアズマハナダイ Plectranthias kelloggi azumanus (=Zalanthias azumanus) で
あるとしたが，まもなく出版される下記論文において，タイプ標本と共に保管されていた宿主はニシキハ
ナダイであることが明らかとなった。このため，本目録では後者を採用する。
　Uyeno, D., 2015. Systematic revision of the pennellid genus Creopelates Shiino, 1958(Copepoda: 





Creopelates nohmijimensis Uyeno and Nagasawa, 2010
宿主：ミサキスジハゼ Priolepis borea (=Priolepis boreus [sic])
寄生部位：頭胸部と頸部を宿主の頭部と胴部の筋肉に挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地理的分布：瀬戸内海（広島県能見島入鹿鼻沖：Uyeno and Nagasawa, 2010a）
備考：新標準和名は，本種がハゼ類に寄生することに因る。
キュウケツヒジキムシ属（新称）
Genus Haemobaphes Steenstrup and Lütken, 1861
　新標準和名は，本属カイアシ類がその頭部を宿主の心臓に穿入させて吸血するヒジキムシ類であることに
因る。本属では Haemobaphes diceraus が同じキュウケツヒジキムシの標準和名をもつ。
キュウケツヒジキムシ（新称）
Haemobaphes diceraus C. B. Wilson, 1917
異名リスト：Haemobaphes theragrae Yamaguti, 1939 (Yamaguti, 1939)
宿 主：スケトウダラ Theragra chalcogramma，マダラ Gadus macrocephalus，マガレイ Pleuronectes herzensteini 
(=Limanda herzensteini)，コモチジャコ Amblychaeturichthys sciistius (=Chaeturichthys sciistius)
寄生部位：鰓弓から挿入した頭部は宿主の心臓に到達し，胴部と卵嚢は宿主の鰓腔内で水中に露出
地 理的分布：北太平洋（北海道厚岸沖・広尾沖・白糠沖・昆布森沖：片倉ら，2004；北海道釧路沖：Ho 
and Kim, 1996；北海道函館湾：Wilson, 1917），オホーツク海（北海道オホーツク海沿岸：Nagasawa and 
Maruyama, 1987），日本海（富山湾：Yamaguti, 1939）
備 考：本種は当初，富山県産スケトウダラから得られた個体をもとに Haemobaphes theragrae として記載さ
れたが（Yamaguti, 1939），Grabda（1975）はそれを Haemobaphes diceraus の新参異名とし，この考えは
Ho and Kim（1996）によって支持された。北海道オホーツク海沿岸産マガレイにおける本種の感染状況
と宿主への影響に関する研究（Nagasawa and Maruyama, 1987），北海道南東海域産スケトウダラに対する
本種の病害性に関する研究（片倉ら , 2004）がある。また，極東ロシア産タラ科魚類における本種の形態
と寄生状況に関する研究がある（Grabda, 1975；Avdeev, 2001；Avdeev and Avdeeva, 2001；Poltev, 2010a, 
2000b；Poltev and Faizulin, 2013）。ロシア（Markewitsch and Titar, 1978）のほか，韓国（Kim, 1998），ア
ラスカ（Avdeev and Avdeev, 1998；Zimmermann et al., 2001；Poly and Mah, 2001），カナダ西岸沖（Kabata, 
1967, 1976；Goater and Jepps, 2002）にも分布する。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。
クサウオキュウケツヒジキムシ（新称）
Haemobaphes pannosus Kabata, 1979
宿主：シシャモ Spirinchus lanceolatus，クサウオ属の1種 Liparus sp. 
寄生部位：体前部を宿主の鰓弓から挿入し，体後部は宿主の鰓腔内で水中に露出
ヒジキムシ科カイアシ類の目録 49
地理的分布：北太平洋（北海道釧路沖：Ho and Kim, 1996）
備 考：本種はニュージーランド領のケルマディック諸島から得られた標本に基づいて記載された（Kabata, 
1979b）。韓国にも分布する（Ho and Kim, 1996; Kim, 1998）。新標準和名は，本種がクサウオ属魚類に寄
生することに因る。
イカリムシモドキ属（新称）
Genus Lernaeenicus Lesueur, 1824 
　椎野（1965）が Lernaeenicus ater にクロイカリムシモドキの標準和名を用いたことから，本属にイカリ
ムシモドキ属の新標準和名を提唱する。本属の Lernaeenicus ramosus にも同じイカリムシモドキの新標準和
名を与える。
クロイカリムシモドキ






Lernaeenicus quadrilobatus Yamaguti and Utinomi, 1953
宿主：ハダカイワシ属の1種 Diaphus sp. (=Diaphus coeruleus)
寄生部位：頭胸部と頸部を宿主の背部筋肉に挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地理的分布：北太平洋（和歌山県田辺湾：Yamaguti and Utinomi, 1953）




Lernaeenicus ramosus Kirtisinghe, 1956
宿 主：キジハタ Epinephelus akaara，アオハタ Epinephelus awoara，クエ Epinephelus bruneus，ホウセキハ
タ Epinephelus chlorostigma，アカハタ Epinepherus fasciatus (=Epinepherus tsirimenaria [sic]，Epinepherus 
fasciatus fasciatus)，マハタ Hyporthodus septemfasciatus
寄生部位：頭胸部と頸部を宿主の様々な筋肉に挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地 理的分布：北太平洋（三重県桃取：Shiino, 1958a；三重県南伊勢町古和浦沖：Nagasawa et al., 2014；和
歌山県瀬戸：Shiino，1958a；徳島県牟岐町古牟岐沖：Nagasawa et al., 2014；鹿児島県大島海峡：Shiino, 
1964），日本海（島根県浜田市沖：無記名 , 2004，Nagasawa et al., 2010, 岡本 , 2011；山口県下関沖：
Nagasawa et al., 2011a, 2014），東シナ海（長崎県新上五島沖：Nagasawa et al., 2011a），瀬戸内海（兵庫






Lernaeenicus sayori Yamaguti, 1939 
異名リスト：Lernaeenicus sp.（石井 , 1916d）
宿主：サヨリ Hyporamphus sajori (=Hemiramphus sayori)
寄生部位：体前部を宿主の様々な部位に挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地 理的分布：北太平洋（東京湾：石井 , 1916d），日本海（新潟県佐渡島沖：Honma and Ho, 1988），瀬戸内
海（兵庫県垂水：Yamaguti, 1939）








備 考：桃山・天社（2006）は本種を Pennella sp. と報告したが，頭部の樹根状突起は明らかにイカリムシモ
ドキ属の特徴を示す。
ウオノハブラシ属
Genus Lernaeolophus Heller, 1865 
　標準和名は , 本属カイアシ類が魚類の口腔壁に寄生し , 胴部の後端付近に多数の突起を有する形態が歯ブ
ラシを想起させることに因む（上野ら , 2014）。
ホンベラノハブラシ（新称）








Lernaeolophus sultanus (Milne Edwards, 1840)
宿 主：ニジハタ Cephalopholis urodeta，カンモンハタ Epinephelus merra，コバンザメ Echeneis naucrates，
サザナミフグ Arothron hispidus，ネズミフグ Diodon histrix，ハリセンボン Diodon holocanthus
寄生部位：頭胸部・頸部を宿主の口腔壁に挿入し，体後部を水中に露出
地 理的分布：東シナ海（鹿児島県種子島西之表沖・奄美大島名瀬市沖：上野ら , 2014；沖縄県国頭村佐手
沖・恩納村瀬良垣沖・読谷村都屋漁港・漁業協同組合定置網・慶良間諸島嘉比島沿岸：上野ら，2014）
備 考：本種は地球の熱帯・温帯海域に広く分布する（例えば Grabda, 1972；Suárez-Morales and Ho, 1994；
上野ら , 2014を参照）。標準和名は上野ら（2014）に従う。
ヘビイカリムシ属（新称）
Genus Ophiolernaea Shiino, 1958 




Ophiolernaea longiceps Shiino, 1958
宿主：ホウネンエソ属の1種 Polyipnus sp. (=Pslyspinus spinosus [sic], Polyipnus spinosus [sic])
寄生部位：頭部・頸部は宿主の腹腔内に到達して，頸部は迂曲し，胴部と卵嚢を水中に露出
地理的分布：北太平洋（三重県尾鷲沖：Shiino, 1958a, 1959）




Genus Peniculisa C. B. Wilson, 1917 
　新標準和名は，本属カイアシ類の胴部後端から後方に伸びる突起が翼（つばさ）のように見えることに因
る。本属の Peniculisa bicaudata にも同じツバサイカリムシの新標準和名を与える。
ツバサヒジキムシ（新称）
Peniculisa bicaudata Shiino, 1956






Peniculisa crassa Uyeno and Nagasawa, 2010
宿主：シマウミスズメ Lactoria fornasini
寄生部位：体表，鰭軟条
地理的分布：北太平洋（高知県大月町西泊沖：Uyeno and Nagasawa, 2010b）
備考：本種の胴部が太いことに因み，ドウブト（胴太）ツバサヒジキムシの新標準和名を提唱する。
ホソミツバサヒジキムシ（新称）
Peniculisa elongata Uyeno and Nagasawa, 2010
宿主：ミナミハコフグ Ostracion cubicum (=Ostracion cubicus [sic])
寄生部位：尾鰭軟条
地理的分布：東シナ海（沖縄県恩納村瀬良垣沖：Uyeno and Nagasawa, 2010b）
備考：本種の胴部が細いことに因み，ホソミ（細身）ツバサヒジキムシの新標準和名を提唱する。
シリオツバサヒジキムシ（新称）
Peniculisa ohirugi Uyeno and Nagasawa, 2010
宿主：ナガサキスズメダイ Pomacentrus nagasakiensis
寄生部位：体表の鱗
地理的分布：北太平洋（愛媛県室手浜沖［豊後水道］：Uyeno and Nagasawa, 2010b）
備考：本種の腹部突起が長いことに因み，シリオ（尻尾）ツバサヒジキムシの新標準和名を提唱する。
シイノツバサヒジキムシ（新称）
Peniculisa shiinoi Izawa, 1965
宿主：キタマクラ Canthigaster rivulata (=Canthigaster rivulatus [sic])
寄生部位：鰭軟条
地理的分布：北太平洋（和歌山県瀬戸［四双島，番所ノ鼻］：Izawa, 1965, 1997）
備 考：本種のコペポディド幼体の記載がある（Izawa,  1997）。沖縄県瀬底島で採集された掃除魚のホンソメ




Peniculisa uchinah Uyeno and Nagasawa, 2010
宿 主：メガネハギ Suf flamen fraenatum，ムスメハギ Suf flamen bursa，ツマジロモンガラ Suf flamen chrysopterum，




地 理的分布：北太平洋（鹿児島県加計呂麻島安脚場沖・沖縄県糸満市大度浜沖：Uyeno and Nagasawa, 
2010b），東シナ海（沖縄県本部町水納島沖・恩納村瀬良垣沖・座間味村座間味島沖・宮古市池間島沖：




Genus Peniculus von Nordmann, 1832 
　新標準和名は，本属カイアシ類の胴部が小筒状であることに因む。本属のPeniculus minuticaudae に対して，
Okawachi et al.（2012）がシリトガリコヅツヒジキムシと呼んだ。Peniculisa ostraciontis にもコヅツヒジキ
ムシの新標準和名を与える。
シリトガリコヅツヒジキムシ
Peniculus minuticaudae Shiino, 1956
異名リスト：Peniculus sp. （福田 , 1999）
宿 主：カワハギ Stephanolepis cirrhifer (=Monacanthus cirrhifer)，ウマヅラハギ Thamnaconus modestus，ウ
スバハギ Aluterus monoceros，ヨソギ Paramonacanthus oblongus (=Paramonacanthus japonicus)，ゲンロ
クダイ Roa modesta
寄生部位：鰭軟条
地 理的分布：北太平洋（三重県南伊勢：Nagasawa et al., 2011b；和歌山県白浜：Shiino, 1956a；愛媛県宇和
島市：Ismail et al., 2013；大分県：福田 , 1999：大分県佐伯市上浦：Nagasawa et al., 2011b；鹿児島県鹿
児島市：Okawachi et al., 2012）
備 考：本種は養殖魚（福田 , 1999；Nagasawa et al., 2011b；南ら , 2012；Ismail et al., 2013）や水族館飼育
魚（Okawachi et al., 2012）にも寄生する。本種の生活史が明らかにされている（Okawachi et al., 2012；
Ismail et al., 2013）。韓国にも分布する（Venmathi Maran et al., 2012, 2014）。標準和名は Okawachi et 
al.（2012）に従う。
コヅツヒジキムシ（新称）
Peniculus ostraciontis Yamaguti, 1939







Peniculus truncatus Shiino, 1956
宿主：タケノコメバル Sebastes oblongus (=Sebastichthys mitsukurii)
寄生部位：鰭軟条
地理的分布：北太平洋（三重県和具：Shiino, 1956a）








Pennella balaenoptera Koren and Danielssen, 1877
異名リスト：Pennella sp. （無記名 , 1965），Pennella balaenopterae （長澤 , 1999）
宿主：ミンククジラ Balaenoptrera acutorostrata，クジラ類の1種 Cetacea fam. gen. sp.
寄生部位：頭部と頸部を宿主の皮膚に挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地 理的分布：北太平洋（宮城県鮎川：無記名 , 1965；北海道南東海域：Uchida et al., 1998, 内田・荒木 , 





Pennella filosa (Linnaeus, 1758)
異名リスト：Pennella orthagorisci （石井 , 1916a；亀谷ら , 1961；亀谷ら , 1965）
宿主：クロカジキ Makaira mazara，フウライカジキ Tetrapturus angustirostris，マンボウ Mola mola
寄生部位：頭部と頸部を宿主の筋肉に挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地 理的分布：北太平洋（北海道様似沖：石井 , 1916a；和歌山県勝浦沖：Ho and Nagasawa, 2001），瀬戸内
海（兵庫県淡路島岩屋町沖：亀谷 , 1961；亀谷ら , 1965）
備 考：太平洋や大西洋に分布し，マグロ属魚類やマンボウに寄生する（Kabata,1979）。近隣では極東ロシア
にも分布する（Markewitsch and Titar, 1978）。標準和名は Ho and Nagasawa（2001）に従う。
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カジキヒジキムシ（新称）
Pennella instructa (C. B. Wilson, 1917)
異名リスト：Pennella cf. saggitta （石井 , 1916b）
宿主：メカジキ Xiphias glandius，クロマグロ Thunnus orientalis
寄生部位：体前部を宿主の体表や眼窩から挿入し，体後部を水中に露出。頭部が腹腔に至ることもある











ら , 1984；関東沖・紀伊半島沖・四国沖・九州沖：黒田 , 1984；北海道南東沖・東北沖：Nagasawa et al., 
1985；北海道南東沖・東北沖・常磐沖：小坂ら , 1985；渡辺ら , 1985；北海道南東沖・東北沖・関東沖・
紀伊半島沖・四国沖・九州沖：Nagasawa et al., 1988；北海道南東沖・東北沖：本間・今井 , 1991；北海
道南東沖：山口・本間 , 1992），日本海（北海道西岸沖：Nagasawa et al., 1985, 1988），オホーツク海（北
海道北東沖：Nagasawa, 1984；長澤ら , 1984；Nagasawa et al., 1985, 1988；山口・本間 , 1992）
備 考：1983年に本種が商業的価値の高いサンマに高率に寄生したために問題となり，それ以降，その寄生
状況と寄生魚の分布が詳細に調べられた（Nagasawa, 1984；長澤ら , 1984；黒田 , 1984；Nagasawa et al., 
1985, 1988；小坂ら , 1985；渡辺ら , 1985；本間・今井 , 1991；山口・本間 , 1992）。本種の寄生を受けた
サンマの肥満度は低下しない（長澤ら , 1984；Nagasawa et al., 1985；渡辺ら , 1985）。1980年代の北西・
中央太平洋産サンマにおける本種の寄生状況を長澤（1989）がまとめている。本種の写真と図がそれぞ














宿主：トラフグ Takifugu rubripes，フグ類の1種 Tetraodontidae gen. sp. 
寄生部位：頭部と頸部を宿主の筋肉に挿入し，胴部と卵嚢を水中に露出
地理的分布：瀬戸内海（山口県下関市南風泊魚市場：桃山・天社 , 2006），不明地（飯島 , 1918）










Genus Peroderma Heller, 1865 
　新標準和名は , 本属カイアシ類の全身が宿主魚の体内に隠れることに因む。本属の Peroderma pacifica に
も同じウオノフトコロガタナの新標準和名を与える。
ウオノフトコロガタナ（新称）






Genus Phrixocephalus C. B. Wilson, 1908







Phrixocephalus alatus Shiino, 1956





Phrixocephalus arboreus Shiino, 1956





Phrixocephalus cepolae Yamaguti, 1939





Phrixocephalus crassus Shiino, 1956






Phrixocephalus curvatus Shiino, 1956






Phrixocephalus diversus C. B. Wilson, 1917
宿 主： ホロヌメリ Repomucenus virgis （=Callionymus virgis），ネズッポ科の1種 Callionymidae gen. sp. 
（=Callionymus sp.）
寄生部位：眼球






Phrixocephalus longicollum Shiino, 1956











Phrixocephalus triangulus C. B. Wilson, 1917
宿主：オキトラギス Parapercis multifasciata （=Neopercis multifasciata）
寄生部位：眼球




ではない可能性がある。本種に関する解説がある（椎野 , 1965, 1979）。標準和名は椎野（1965）に従う。
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カサガタメダマイカリムシ（新称）
Phrixocephalus umbellatus Shiino, 1956
宿 主：ネズミゴチ Repomucenus curviconis （=Callionymus richardsoni），イソカサゴ Scorpaenodes evides 
（=Scorpaenodes littoralis），ヒラメ Paralichthys olivaceus，アラメガレイ Tarphops oligolepis
寄生部位：眼球
地 理的分布：北太平洋（千葉県銚子沖：Shiino, 1956b；三重県尾鷲沖：Shiino, 1956b），日本海（兵庫県津
居山沖：Shiino, 1956b；兵庫県香美町・竹野：Ohtsuka et al., 2007；長崎県対馬沖：Ohtsuka et al., 2007），
不明地（石川 , 2008）






Phrixocephalus vipereus Shiino, 1956


















Sarcotretes longirostris Ho, Nagasawa and Kim, 2007
宿主：ハナビラウオ Psenes pellucidus
寄生部位：頭胸部を宿主の筋肉に挿入し，胴部と卵嚢は水中に露出 
地理的分布：北太平洋（和歌山県沖：Ho et al., 2007）
備考：新標準和名は，本種が円筒形の吻部を有する長い頭部（頭長：ズナガ）をもつことに因む。
シンカイヒジキムシ（新称）
Sarcotretes umitakae Uyeno, Wakabayashi and Nagasawa, 2012
宿主：キュウシュウヒゲ Coelorinchus jordani
寄生部位：頭部と頸部を宿主の筋肉に挿入し，胴部は水中に露出
地理的分布：東シナ海（鹿児島県トカラ列島沖：Uyeno et al., 2012）
備考：新標準和名は，本種が深海魚のキュウシュウヒゲに寄生することに因る。
リュウノヒゲ属（新称）
Genus Serpentisaccus Blasiola, 1979
　本属の Serpentisaccus magnificus にリュウノヒゲの標準和名が与えられていることから（上野ら , 2013），
本属にも同じ標準和名を提案する。
リュウノヒゲ
Serpentisaccus magnificus Blasiola, 1979






（上野ら , 2013a）。上野ら（2013a）は報文の中で本種の命名者（Blasiola）を Brasiola と誤記した。標準
和名は，上野ら（2013a）に従う。
ヒジキムシ科の1種（カリムス幼体）














シシャモ Spirinchus lanceolatus：クサウオキュウケツヒジキムシ Haemobaphes pannosus
ワニトカゲギス目 Stomiformes
ホウライエソ科 Chauliodontidae
ホウネンエソ属の1種 Polyipnus sp.：ヘビイカリムシ Ophiolernaea longiceps
ヒメ目 Aulopiformes
アオメエソ科 Chlorophthalmidae
アオメエソ Chlorophthalmus albatrossis：ニホンヒジキムシ Allotrifur cholorophthalmi
ハダカイワシ目 Myctophiformes
ハダカイワシ科 Myctophidae
アラハダカ Myctophum asperum：クビナガウオノカンザシ Cardiodectes longicervicus
ススキハダカ Myctophum nitidulum：メドゥーサノカンザシ Cardiodectes medusaeus
セ ンハダカ Diaphus suborbitalis：センハダカノカンザシ Cardiodectes cristatus，メドゥーサノカンザ
シ Cardiodectes medusaeus




スケトウダラ Theragra chalcogramma：キュウケツヒジキムシ Haemobaphes diceraus
マダラ Gadus macrocephalus：キュウケツヒジキムシ Haemobaphes diceraus
サイウオ科 Bregmacerotidae
サイウオ Bregmaceros japonicus：ウオノフトコロガタナ Peroderma pacifica
ソコダラ科 Macrouridae
キュウシュウヒゲ Coelorinchus jordani：シンカイヒジキムシ Sarcotretes umitakae
アシロ目 Ophidiiformes
アシロ科 Ophidiidae
イタチウオ Brotula multibarbata：ヒジキムシ科の1種 Pennellidae sp. 1
ダツ目 Beloniformes
サヨリ科 Hemiramphidae
サヨリ Hyporamphus sajori：サヨリイカリムシモドキ Lernaeenicus sayori
サンマ科 Scomberesocidae




タケノコメバル Sebastes oblongus：メバルコヅツヒジキムシ Peniculus truncatus
フサカサゴ科 Scorpaenidae
イソカサゴ Scorpaenodes evides：カサガタメダマイカリムシ Phrixocephalus umbellatus
ハリゴチ科 Hoplichthyidae
ナツハリゴチ Hoplichthys langsdorfii：キシュウメダマイカリムシ Phrixocephalus crassus
ハタ科 Serranidae
アオハタ Epinephelus awoara：イカリムシモドキ Lernaeenicus ramosus
アカハタ Epinepherus fasciatus：イカリムシモドキ Lernaeenicus ramosus
カンモンハタ Epinephelus merra：ウオノハブラシ Lernaeolophus sultanus
キジハタ Epinephelus akaara：イカリムシモドキ Lernaeenicus ramosus
クエ Epinephelus bruneus：イカリムシモドキ Lernaeenicus ramosus
ニジハタ Cephalopholis urodeta：ウオノハブラシ Lernaeolophus sultanus
ニシキハナダイ Plectranthias sagamiensis：ウオノワキザシ Creopelates floridus
ホウセキハタ Epinephelus chlorostigma：イカリムシモドキ Lernaeenicus ramosus
マハタ Hyporthodus septemfasciatus：イカリムシモドキ Lernaeenicus ramosus
テンジクダイ科 Apogonidae
テンジクダイ Apogon lineatus：クロイカリムシモドキ Lernaeenicus ater
アマダイ科 Branchiostegidae
キアマダイ Branchiostegus auratus：メドゥーサノミダレガミ Phrixocephalus vipereus
コバンザメ科 Echeneidae
コバンザメ Echeneis naucrates：ウオノハブラシ Lernaeolophus sultanus
タイ科 Sparidae
マダイ Pagrus major：マダイメダマイカリムシ Phrixocephalus alatus
チョウチョウウオ科 Chaetodontidae
ゲンロクダイ Roa modesta：シリトガリコヅツヒジキムシ Peniculus minuticaudae
アカタチ科 Cepolidae
スミツキアカタチ Cepola schlegelii：スミツキアカタチメダマイカリムシ Phrixocephalus cepolae
スズメダイ科 Pomacentridae
ナガサキスズメダイ Pomacentrus nagasakiensis：シリオツバサヒジキムシ Peniculisa ohirugi
エボシダイ科 Nomeidae
ハナビラウオ Psenes pellucidus：ズナガシンカイヒジキムシ Sarcotretes longirostris
ベラ科 Labridae
ホシササノハベラ Pseudolabrus sieboldi：ヒジキムシ科の1種 Pennellidae sp. 2
ホンベラ Halichoeres tenuispinis：ホンベラノハブラシ Lernaeolophus aceratus
クサウオ科 Liparidae
クサウオ属の1種 Liparus sp.：クサウオキュウケツヒジキムシ Haemobaphes pannosus
トラギス科 Pinguipedidae
オキトラギス Parapercis multifasciata：メダマイカリムシ Phrixocephalus triangulus 
クラカケトラギス Parapercis sexfasciata：イカリムシモドキ属の1種 Lernaeenicus sp.
ネズッポ科 Callionymidae
ヌメリゴチ Repomucenus lunatus：メダマイカリムシ属の１種 Phrixocephalus sp.
ネ ズミゴチ Repomucenus curvicornis：クビナガメダマイカリムシ Phrixocephalus longicollum，カサ
ガタメダマイカリムシ Phrixocephalus umbellatus
ホロヌメリ Repomucenus virgis：ミサキメダマイカリムシ Phrixocephalus diversus
ヨメゴチ Calliurichthys japonicus：マメガタメダマイカリムシ Phrixocephalus reniformis
ネズッポ科の1種 Callionymidae gen. sp.：ミサキメダマイカリムシ Phrixocephalus diversus
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ハゼ科 Gobiidae
アカスジウミタケハゼ Pleurosicya micheli：シンノカンザシ Cardiodectes shini
イソハゼ属の1種 Eviota sp.：シンノカンザシ Cardiodectes shini
イチモンジハゼ Trimma grammistes：ホシノノカンザシ Cardiodectes asper
イレズミハゼ属の1種 Priolepis sp.：シンノカンザシ Cardiodectes shini
クロスジイソハゼ Eviota sebreei：シンノカンザシ Cardiodectes shini
コモチジャコ Amblychaeturichthys sciistius：キュウケツヒジキムシ Haemobaphes diceraus
ミサキスジハゼ Priolepis borea：ハゼノワキザシ Creopelates nohmijimensis
ヤミハゼ Suruga fundicola：ウオノカンザシ Cardiodectes rotundicaudatus
クロユリハゼ科 Ptereleotrinae
アケボノハゼ Nemateleotris decora：リュウノヒゲ Serpentisaccus magnificus
マカジキ科 Istiophoridae
クロカジキ Makaira mazara：マグロヒジキムシ Pennella filosa
フウライカジキ Tetrapturus angustirostris：マグロヒジキムシ Pennella filosa
メカジキ科 Xiphiidae
メカジキ Xiphias glandius：カジキヒジキムシ Pennella instructa，ヒジキムシ属の1種 Pennella sp.
サバ科 Scombridae
クロマグロ Thunnus orientalis：カジキヒジキムシ Pennella instructa
カレイ目 Pleuronectiformes
未 同定のカレイ目魚類 an undetermined species of ﬂat-fish：クビオレメダマイカリムシ Phrixocephalus 
curvatus
ヒラメ科 Paralichthyidae
アラメガレイ Tarphops oligolepis：カサガタメダマイカリムシ Phrixocephalus umbellatus
ヒラメ Paralicthys olivaceus：カサガタメダマイカリムシ Phrixocephalus umbellatus
カレイ科 Pleuronectidae
マガレイ Pleuronectes herzensteini：キュウケツヒジキムシ Haemobaphes diceraus
ヤナギムシガレイ Tanakius kitaharae：チョウシメダマイカリムシ Phrixocephalus arboreus
フグ目 Tetraodontiformes
モンガラカワハギ科 Balistidae
ツマジロモンガラ Sufflamen chrysopterum：ミナミツバサヒジキムシ Peniculisa uchinah
ムスメハギ Sufflamen bursa：ミナミツバサヒジキムシ Peniculisa uchinah
ムラサメモンガラ Rhinecanthus aculeatus：ミナミツバサヒジキムシ Peniculisa uchinah 
メガネハギ Sufflamen fraenatum：ミナミツバサヒジキムシ Peniculisa uchinah
モンガラカワハギ Balistoides conspicillum：ミナミツバサヒジキムシ Peniculisa uchinah
カワハギ科 Monacanthidae
ウスバハギ Aluterus monoceros：シリトガリコヅツヒジキムシ Peniculus minuticaudae
ウマヅラハギ Thamnaconus modestus：シリトガリコヅツヒジキムシ Peniculus minuticaudae
カワハギ Stephanolepis cirrhifer：シリトガリコヅツヒジキムシ Peniculus minuticaudae 
ヌリワケカワハギ Pervagor melanocephalus：ミナミツバサヒジキムシ Peniculisa uchinah
ヨソギ Paramonacanthus oblongus：シリトガリコヅツヒジキムシ Peniculus minuticaudae
ハコフグ科 Ostraciidae
シマウミスズメ Lactoria fornasini：ドウブトツバサヒジキムシ Peniculisa crassa
ハマフグ Tetrosomus reipublicae：コヅツヒジキムシ Peniculus ostraciontis
ミナミハコフグ Ostracion cubicum：ドウブトツバサヒジキムシ Peniculisa crassa
ラクダハコフグ Tetrosomus gibbosus：コヅツヒジキムシ Peniculus ostraciontis
フグ科 Tetraodontidae
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アカメフグ Takifugu chrysops：ツバサヒジキムシ Peniculisa bicaudata
キタマクラ Canthigaster rivulata：シイノツバサヒジキムシ Peniculisa shiinoi
サザナミフグ Arothron hispidus：ウオノハブラシ Lernaeolophus sultanus
トラフグ Takifugu rubripes：ヒジキムシ属の1種 Pennella sp.
フグ類の1種 Tetraodontidae gen. sp.：ヒジキムシ属の1種 Pennella sp.
ハリセンボン科 Diodontidae
ネズミフグ Diodon histrix：ウオノハブラシ Lernaeolophus sultanus
ハリセンボン Diodon holocanthus：ウオノハブラシ Lernaeolophus sultanus 
マンボウ科 Molidae
マンボウ Mola mola：マグロヒジキムシ Pennella filosa
不明魚種（an unknown host）：ヒジキムシ属の1種 Pennella sp.
脊椎綱 Mammalia
クジラ目 Cetacea
クジラ類の1種 Cetacea fam. gen. sp. ：クジラヒジキムシ Pennella balaenoptera
ナガスクジラ科 Balaenopteridae











　近隣では，極東ロシア日本海から5属6種（Markewitsch and Titar, 1978），韓国から1属2種（Kim, 1998），






















（Nagasawa, 1984；長澤ら , 1984；黒田 , 1984；Nagasawa et al., 1985, 1988；小坂ら , 1985；渡辺ら , 1985；
本間・今井 , 1991；山口・本間 , 1992）に加えて，キュウケツヒジキムシのマガレイにおける寄生状況
（Nagasawa and Maruyama, 1987）とスケトウダラへの影響（片倉ら , 2004），ハタ類におけるイカリムシモ
ドキの重度寄生と宿主範囲（Nagasawa et al., 2010, 2011a, 2014），カサガタメダマイカリムシのヒラメにお
ける寄生状況（Ohtsuka et al., 2007），シイノツバサヒジキムシと未同定2種の初期生活史（Izawa, 1997, 








ムすなっくスナフキン），白川直樹氏（沖縄県那覇市：ダイビングサービス ドルフィンキック），山城 淳氏 （沖
縄県沖縄市），大川内浩子氏（神戸市立須磨海浜水族園）。
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A checklist of copepods of the family Pennellidae (Siphonostomatoida) from 
fishes and whales in Japanese waters (1916‒2014)
Kazuya Nagasawa1) and Daisuke Uyeno2) 
1) Graduate School of Biosphere Science, Hiroshima University,
1-4-4 Kagamiyama, Higashi-Hiroshima, Hiroshima 739-8528, Japan
2) Florida Museum of Natural History, University of Florida, 
1659 Museum Roard, Gainesville, Florida 32611, U. S. A.
Abstract　　Based on the literature published between 1916 and 2014, a checklist is compiled for the 45 
nominal species and 9 unidentified species in 14 genera of the copepod family Pennellidae from Japanese 
fishes and whales. This checklist contains information for each taxon regarding its host(s), attachment 
site(s), known geographical distribution in Japanese waters, and references. A host-parasite list is also 
given.
Key words: bibliography, cetacean parasites, checklist, Copepoda, fish parasites, Pennellidae
